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 (第４期) 第３回まつもと子ども未来委員会の報告  

平成３０年６月２１日 

 

第４期の第３回まつもと子ども未来委員会は、平成３０年６月１０日（日）あがたの森文化会館

で行いました。この日は、３５人の委員のうち２０人の委員が出席しました。 

 

１ 市内見学会のふりかえり 

  ５月２７日に行った市内見学会（縄手
な わ て

通りなどの散策と松本

城・市立博物館見学）といっしょに行ったゴミ拾い活動につい

て、どんなところが心に残ったか、ゴミ拾いをやってみてどう

だったか、ふりかえりを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次に、みんなの意見を聞いてみて、これからの活動に活かせること、新しく気が付いたことを

話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

●○ みんなからの意見（一部） ○● 

【見学したところについて】 

・ 仕事でお金をもらうのではなく、ボランティアで松本城のことを他県や外国の人に伝えて

いる人たちがすばらしいと思う。 

・ 外国人観光客がたくさんいた。 

・ 市立博物館は、戦争していた時代のことや文化のことなど、昔のことがいろいろ展示され

ていて心に残った。 

・ 中町通りは車が多くて事故
じ こ

が起きないか心配だった。 

【ゴミについて】 

・ 縄手通りはゴミが少なかったけど、広場になっているところにはたくさん落ちていた。 

・ 松本城には人がたくさんいたけど、城内にはゴミはひとつも落ちていなかった。 

・ ゴミが落ちている場所は、どうしてそこに落ちているのか、理由があると思う。 

・ 落ちていたゴミは、紙類が多かった。 

・ 見学のときじゃなくて、普段
ふ だ ん

の委員会でゴミ拾いをした方が良い。 

●○ みんなからの意見（一部） ○● 

・ ゴミが落ちているということは、観光客が多い証
あかし

でもあるけれど、マナーが守れていな

いということだと思う。 

・ ゴミを自分で拾うことが身につくようにしたほうが良い。 

・ ゴミが落ちていない場所が多い分、ゴミが落ちている場所は目立ってしまう。 
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２ これからの活動について 

○ ゴミ拾いについて 

  次に、これからのゴミ拾い活動をこれから進めてい

くために、ゴミが落ちていると思う場所や時、準備し

ておくこと、知っておかなければいけないことなどを

話し合い、ゴミ拾いについてもう少し具体的に考えま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 話合いをするなかで、「いきなり歩き回っ

てゴミを拾うのではなく、ゴミの問題のこ

とをもっと学習して、話し合って、考えて

からゴミ拾いをした方が良い」という意見

がありました。この意見を聞いて、そうし

た方が良いという意見が他の委員からも出

てきたので、次回の委員会でゴミ拾いをど

こでやったらいいか、自分たちで場所やコ

ースをよく話し合って考え、その次の委員

会で、話し合いにもとづいてゴミ拾いをや

ってみることにしました。 

 

○ 募金
ぼ き ん

活動について 

  続いて、前回の委員会で意見があった募金活動について、話し合いました。 

未来委員会は、市役所がお知らせを郵便で出したり、委員会の会場を借りたり、事務局
じむきょく

をやって

います。市役所では、松本市全体のことを考えなければならず、どこかの団体のためだけにお金を

集めることはできません。これは、市役所が事務局をしている未来委員会でも同じことです。なの

で、前回の意見にあった、どこかの団体のためだけにお金を集める活動は、未来員会ではできませ

ん。 

●○ みんなからの意見（一部） ○● 

【ゴミが落ちていると思う場所】 

・ ショッピングモールやコンビニの近く   ・ 駅前    ・ 公園 

・ 田んぼ     ・ イベント会場    ・ 河川敷
か せ ん じ き

   ・ タバコの灰皿のまわり 

【ゴミが落ちていそうな時】 

・ 夜（→朝拾う）  ・ お祭りの後    ・ チラシやティッシュ配りがあった後 

【準備すること・知っておくこと】 

・ ゴミの分別方法を知っておく 
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もし、募金活動をやってみて、やり方や仕組みを知りたいのならば、委員会が自分で企画
き か く

して募

金活動をするのではなく、元々やっている赤い羽根共同募金などの活動をお手伝いすることはでき

ます。 

けれど、前回の委員会であった「募金活動をしたい」という意見には、仕組みを知りたいという

だけではなく、「松本を良くするために」という目的がありました。そこで、「松本を良くする」と

は具体的にどんなことか（まちをきれいにしたい、楽しく遊べるようにしたいなど）、その目的を

達成するために募金活動以外で自分たちにできることはないか、話し合いました。 

 

●○ みんなからの意見 ○● 

目  的 → そのために自分たちでできること 

ゴミをなくす → 募金でゴミ箱を買って無人駅に置く 

住みやすく・いきいきと過
す

ごせるまち 

安全にくらせるまち 

自然が残るまち 

→ 自転車の貸出
か し だ

しサービス 

公園のトイレを新しくする → オリジナルの募金箱をつくる 

 

  このほかに、「他の活動よりも、ゴミ拾い活動に力を入れた方がいい」という意見がありました。 

  そこで、先ほど考えた、これからのゴミ拾い活動のことをふまえ、今のところは次回とその次

の委員会とでゴミ拾いに集中してみることにしました。 

 

 

 次回の委員会は、７月８日（日）にあがたの森で行います。 


